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年度昭和 74 [終了予定] 年度-　 　

区内中小企業等の経営者等

〔法令等名〕

5,961

2,483,807

　決算額　　(単位：千円) 4,330,588

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

融資実行額

区内中小企業者に対して、必要な事業資金の融資をあっ旋し、経営の安定、向上を図り、中小企業の振興に寄与する事を目
的とする。

　

2,774

委託内容

事業区分

その他サービス

平成２７年度　事務事業評価シート

台東区中小企業融資実施要綱及び同事務取扱要領根拠法令等

事業対象

事務事業名 中小企業融資

要綱

所
管

文化産業観光部

産業振興課

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

融資あっ旋システム保守業務委託
景況調査データ分析及び報告書作成委託

一部委託

（１）　区が定める基本的な要件を満たす区内の中小企業経営者に対して、必要な事業資金の融資あっ旋を実施する。
（２）　利用者の負担軽減を図るため、利子及び信用保証料の一部を補助する。
（３）　区内中小企業の景況に関する調査を実施する。
（４）　セーフティネット保証制度及び東日本大震災復興緊急保証認定制度の認定を実施する。
（５）　融資取扱金融機関の実績の応じて、融資資金の原資の一部として預託する。

補助金の有無

２６年度

なし

件融資実行件数

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
3,025

2,368,937

23,861

％

千円

成果指標
融資実行率

29,156　人にかかるコスト（人件費など）

3

577,497

開業支援資金において、これから創業する中小企業・小規模事業者が利用しやすいように、創業前の利用者の融資
あっ旋限度額を、「自己資金額の範囲内」から「自己資金額の３倍程度」に変更した。

0

1,800,000

88.0

14588900

1,800,000

87.5

2,392,742

23,804

0

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 840,789

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

中小企業・小規模事業者が集積する本区の景況は、依然として資金繰り等の厳しい状況が続
いているが、このような状況下において、区内中小事業者の経営の安定及び向上のために、中
小企業融資制度が果たす役割は大きい。今後も区内中小企業の振興及び地域の活性化に資
するような制度の設計及び運営に努めていく。
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評価 評価の理由

景気の基調判断においては、企業部門に改善がみられるなど、緩やかな回復基調が続いているとされている
が、中小企業・小規模事業者が集積する本区の景況は、円安等の影響により依然として資金繰り等の厳しい
状況が続いており、引き続き本制度により経営の安定化を図っていく必要がある。

維持

評
価
結
果

区内の中小企業・小規模事業者は資金繰り等の厳しい状況が続いており、区の融資制度は経営の安定、向
上に大きく寄与している。

4 開業支援資金や事業転換・多角化資金等、企業のライフステージに応じた適切な制度融資を用意し、区内中
小企業を支援している。

昨年度より事務にかかるコストを低減しつつ、昨年度以上の融資実行件数を達成した。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 3

2,362,977

4,359,744

財源項目

(単位：千円)

必要性

0

1,818,775 1,815,245

694,822

2,513,597

3,518,955

効率性

2,489,735

4,324,193

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）

3,000

1,800,000

5,929

1575473216,500,000 17306684千円

3,500,000

86.4

2,750

87.0

預託金額

6,395


